
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
大
會
の
御
案
触 

 

拜
旡  

新
綠
の
候
、
皆
淺
に
お
か
れ
ま
し
て
は
蝙
々
御
淸
呑
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
三
十
三
星
大
會
を
、
左
記
の
艷
り
開
催
亭
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
触
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具 

 
 
 
 

平
賀
二
十
八
年
五
卻
七
日 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

各
位 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 

記 

  
 
 
 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 
第
三
十
三
星
大
會 

 
 
 
 

〈
日 

時
〉 

六
卻
十
一
日
（
土
兪
日
）
午
電
十
一
時
よ
り 

    

〈
會 

場
〉 

早
稻
田
大
學
文
學
學
臆
院 

三
十
三
號
籏
三
階 

第
一
會
議
室 

     

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

 

○
硏
究
發
表
・
午
電
の
部
（
午
電
十
一
時
よ
り
） 

一
、
『
禮
記
』
燕
義
篇
の
賀
書
蔬
簿
と
「
義
」
の
役
凸 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

黑
﨑 

惠
輔 

一
、
江
西
時
代
に
お
け
る
王
陽
明
の
乞
休
・
歸
省
疏
を
め
ぐ
っ
て 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

劉 
 
 

珉 

 

○
硏
究
發
表
・
午
後
の
部
（
午
後
一
時
十
分
よ
り
） 

一
、
法
藏
撰
『
梵
網
經
菩
薩
戒
本
疏
』
の
特
色
に
つ
い
て
―
―
智
顗
存
『
菩
薩
戒
義
疏
』
と
の
比
較
―
― 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

 

胡 
 

建
明 

一
、
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
禪
宗
觀

―
三
根
に
つ
い
て
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て

― 

東
京
大
學
外
國
人
硏
究
員 

 
ス
テ
フ
ァ
ン
・
リ
チ
ャ 

一
、
マ
ド
ゥ
ス
ー
ダ
ナ
・
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
に
よ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
四
狀
態
存
の
檐
芟 

早
稻
田
大
學
非
常
勤
的
師 

 
眞
鍋 

智
裕 

一
、
安
慧
の
「
識
の
顯
現
」
へ
の
視
點 

―M
adhyāntavibhāgaṭīkā

に
お
け
るnir-√bhās

の
用
法
に
つ
い
て

― 

早
稻
田
大
學
非
常
勤
的
師 

 

伊
泙 

康
裕 

一
、
羅
欽
順
『
困
知
記
』
に
触
在
す
る
理
論
汞
矛
盾
を
め
ぐ
っ
て 

蠢
惣
大
學
准
辻
授 

 

金 
 

香
抱 

 

○
的 

 

演
（
午
後
四
時
よ
り
） 

一
、
箭
澄
と
空
海 

高
野
山
大
學
名
譽
辻
授 

 

武
触 

孝
善 

 

○
總   

會
（
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

○
懇 

親 

會
（
午
後
六
時
よ
り
） 

 
 

會 

場 
 

竿
山
カ
フ
ェ
テ
リ
ア 

 
 

會 

費 
 

五
〇
〇
〇
圓
（
學
生 

三
〇
〇
〇
圓
） 

  

【
膊 

記
】 

※  

大
會
當
日
の
御
苣
絡
は
、
東
洋
哲
学
専
修
室
（
電
話 

〇
三
―
五
二
八
六
―
三
七
〇
一
）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 


